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【 １ 】

消
防
合
同
観
閲
式

実

施

さ

る

、
七
月
一
日
蓬
田
村
、
蟹
田
町

、
平

舘
村
一
町
二
村
消
防
合
同
観
閲
式
が

蓬
旧
中
学
校
校
庭
及

び
玉
松
台
古
城

の
沼

に
於
て
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
早
朝

よ
り
雷
雨
を
と
も

な
弓

豪
雨

と
な
り
観
閲
式
の
実
施
が
中
止

さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

靫

が
幸

い
午
前
八
時
頃

に
は
青
い
空
亀

見
え
て
来
た
の
で

八
時
三
十

分
打
上

花

火
の
合
図

に
よ
り

Ｉ
町
二
ヶ
村

の

消
防
合
同
観
閲
式

が
開
始

さ
れ
た
。

・蓬

田
村
消

防
団

長
越
田
由
太
郎
氏
が

総
指
揮

者
と
な
り
五
百

三
十
名
の
団

員
は
軍
艦

マ

ー
チ
の
行
進
曲
に
よ
り

堂

々
の
入
場
で
あ

る
。

蓬
田
消
防
団
第
一
中
隊
、
蟹
田
消
防

団
第
二
中
隊
、
平

舘
消
防
団

第
三
中

隊

の
順
で
あ

る
部
隊
の
後
方
に

ポ
ン

プ
自
動

車
八
台
、

ガ
ソ
リ

ン
手
引

ポ

ン
プ
五

台
。
可
搬
式

ガ
ソ

リ
ン

ポ
ン

プ
四

台
炉
続
く
。

総
指
揮
者
は
覬
閲
者
で
あ

る
蓬

田
村

長
に
対

し
て
こ

れ
よ
り
一
町
一
一
カ
村

消

防
合
同
観
閲
式
を
執
行
す

る
こ
と

を
報
告
、
鼓
笛
隊
の
君
ヶ
代
の
演
奏

に
日
の
丸
の
旗
は
す
ゐ
す
る
と

ポ
ー

ル
に
昇

る
。

中
隊
長

は
各
中
隊

ご
と
に
姿
勢

服
装

の
点
検
を
行
い
観

閲
の
準
備
を
す

る

観
閲
の
号
令

に
観
閲

者
蓬
田
村

長
、

蟹
田
町
長
、
平
舘
村
長
そ
の
他
随
行

者
が
従

う
。

各
中
隊

ご
と
に
目
迎
目
送
を
行

い
観

閲
を
終
了
す

る
。

次
に
機
械
噐
具
の
点
検
で

あ
る
。

機
械
係
指
揮

者
の
指
揮
に
ょ
り
消
防

の
華
で

あ
る
ポ
ン
プ
自
動
車
の
点

検

で
あ
る
号

令
が

か
か
る
。

一
瞬
緊
張
す

る
。

Ｉ
ｙ

ジ

ゾ
の
晋
炉
う
な
る
一

年
の
整

備
手
入
の
苦
労

が
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

ポ
ツ

ト
す

ゐ
。
故

障
車
は
一

台
亀
な

ぺ
無
事
終
了
で
あ

る
。

ボ
ン
ア

操
法
の
指
揮
は
小
畑
団
体
部

長
の
号
令
に
よ
っ
て
実
施
す

る
。

敕
操
法
に
よ
り
力
一
杯
敞

逹
に
号
令
。

を
掛
け
乍
ら
行
動
す

る

ポ
ン
プ
自
動

車
、
手
引

が
ｙ

リ
ソ

ポ
ン
プ
。
可
搬

式
ガ
ソ
リ
ｙ

ポ
ン
プ
の
順
に
実
施
し

た
が
動
作
機

敏
で
実
戦
さ
な

が
ら
で

あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
分
列

行
進
で
あ

る
観
閲
者
蓬
田
村
長

は
観
閲

台
に
よ

る
鼓
笛
隊
の
君

ケ
代
行
進

曲
の
演
奏

が
始
ま

る
。
第
一
中
隊
長
蓬

田
村
消

防
団
副
団
長
坂
本
増
吉
氏
の
「

分
列

に
前
え
」
の
号
令
で
分
列

行
進
が
開

始
さ
れ
た
。
一
歩
一
歩
大
地
を
踏
み

し
め
て
行
進
曲

に
合
ゼ
て
の
行
進
で

あ
る
。
観
閲

者
に
頭
右
の
号

令
と
共

に
観
閲
者
は
挙
手
の

敬
礼
を
行

い
第

一
中
隊
、
第
二
中
隊
、
第
三
中
隊
の

順
に
観
閲
を
行
う
五
百
三
十
名
の
一

町
二
村
の
消
防
団
の
精
鋭
の
行

進
で

あ
る
。
郷
土
防
災
の
守
り
民
生

保
全

の
守
り
の
行
進
で
あ

る
。
列
分
行
進

の
後
方
に
ポ
ン
プ
自
動
車
か
行
進
す

る
予

定
で
あ
っ

た
が
雨
の

た
め
グ
ラ

ン
ド
が
悪

い
た
め
行
進

が
出
来

な
か

・
つ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
っ

た
。

・
放
水
試
験
を
玉
松

台
古
城
の
沼
で
扞

う
た
め
消
防
団
が
出
発
し

た
五
分
後

真
黒
に
曇
っ
た
空
か
ら
豪
雨
で
あ

る

畊
天
続
き
の
農
家
に
と
っ
て

は
百
万

茆
の
滋
雨

で
あ

る
が
今
一
時
間
待
っ

て
も
ら

い
た
か
っ
た
。
然
し
消

防
団

員
意
気
猛

ん
雷
雨
轟

く
豪
雨
の
中
で

古
城
の
沼
で

各
分
団
競

い
あ
っ
て

放

水
試
験
を
実
施
し
て
消
防
の
真
随

を

見
ゼ
郷
土
の
守
り
連

合
で
あ
る
こ
と

を
示

ず
。
あ
ま
り
の
豪
雨
の
れ
め
各

消
防
団
員
は
頭
か
ら

び
し
よ

ぬ
れ
で

あ
る
れ
め
表
彰
式

は
幹
部
及
び
来
賓

の
出

席
で
行
な
わ
れ
た
。

消
防
庁
長
官
賞
、
日
本
消

防
協
会
長

賞
、
県
消
防
協
会
長
賞
、
県

消
防
協

会
蟹
田
支

部
長
賞
、
蓬
田
村
、
蟹
田

町

、
平

舘
村
各
洒
防
団
長
賞

が
お
の

一
お
の
受
与

さ
れ
被
表
彰

者
を
代
表
し

て
副
団
長
坂
本
増
吉
氏
が
答
辞

を
行

県
知
事（
代
理
）
　
相
坂
県
消
防
協
会

長（
蓬

Ⅲ
村
広
瀬
出

身
）
　
木
村
東
郡

町
村
会
長
（
平
舘
村

長
）
　
小
野
県
議

会
議
員
等

の
祝
辞
が
あ
り
蟹
田
警
察

署
長
が
蓬

田
村

、
蟹
田
町
、
平
舘
村

消
防
団
の
発
展
を
祝
し
て
万
才
三
唱

の
音
頭
を
と
り
声
高

ら
か
に
万
才
三

唱
し
て
表
彰
式
を
終
了
し
昭
和
四
十

一
年
度
一
町
二
ヵ
村
消
防

合
同
観
閲
式

一
を
終
了
し

た
。

兼
業
化
と
同
様

。
農
業

労
仂
力
の
女

性
化
、
老
令
化
等
、
質

的
低
下
の
傾

向
は
さ
け
ら
れ
な
い
。

し

か
し

な
が
ら
こ
れ
ら
の
傾
向
も
階

層

別
に
見

る
と
。
必

ら
ず
し

も
一
様

で
な
く
二
町

以
上
の
階
層
で
は
兼
業

化

、
老

令
化

の
傾

向
は

な
い
。

農
業
人

口
の
他

産
業
へ
の
移
動
増
加

に
よ
っ
て
変
化
に
対
応
す

る
体
制
が

農
業
の
側
に
お
い
て
充
分
整
備
さ
れ

て

い
な

か
っ

た
た
め
に
季
節
的
で
は

あ
る
炉
、
労
働
力
が
滅
少
し
て
い
る

の
に
加
え
て
賃

金
水
準

が
高
ま
っ
て

・
い
る
の
で

、
今
后

の
農
業
は
土
地
基

盤
整
備

に
よ
っ
て
機
械
化
の
導
入

、

省
力
裁
培

、
技

術
改

等
等
の
発
展
を

促
迴
さ
せ
ろ
必

要
が
あ
る
と
と
も
に

農
家
個
個
に

積
極
的
な
自
覚
を
望
ん

で

や
ま
な
い
。

蓬
田

村
の
農

業
人

口
と

農
業
構
造
の
概
況
か
ら
見
て

産

経

課

農

構

改
係

吉
　
　

崎

最
近
農
業
労
働

が
非
常
に
少
な
く

な
っ
了

ヤ
リ
ど
こ
の
農
家
で
も
作
業

ピ
ー
ク
時
に
は

、
人
手

が
足
り
な
く

人
手
簗
め
に
や
っ
き
と
な
っ
て
い
る

・
－
と
が
し
ば
し
ば
見

う
け
ら
れ
る
が

こ
れ
は
単
に
蓬

印
村

だ
け
で
穴
く
全

国
的
傾
向

に
な
っ
て

お
り
昭
和
三
十

几
年
度
の
農
槊
年
次
報
告
に
よ
る
と

殷
業
就
業
人
口
の
減
少
傾
向

が
最
近

一
段

と
激
し
く
な
っ

て
来
て

お
り
、

昭
和
三
十
八
年
度
の
農
業

人
口
の
流

出
は
笑
数
で
九
十
三
万

ぺ
、
帰
長
者

型
差
し
引

い
こ
七
十

ニ
リ
二
千
人
の

純
喊

と
な
っ
て
減
少
率
は
、
年
率
尹

四

、
一
％

Ｊ．と
っ
て
お
り
三
十
年
か

ら
三
十
匕

年
ま
で
年

率
平

均
三

八

％

を
ぱ
る
か
に
う

わ
ま
わ
っ

た
。

元
来

が
零
細

農
耕
、
過
剰
屐
用
だ
っ

た
日
本

農
業

だ
か
ら
農
業
労
働
人
口

二
大
幅
流
出

が
先
進
諸
国
の
よ
う
に

耕
地
面
積
の
拡
大
、
農
業
の
近
代

代

に
結

び
つ
く

な
ら
ば
。
そ
の
原
因

が

な
ん
て
あ
れ
歓
迎
し
て
よ
い
現
象

と

い
え

る
。

と
こ
ろ

が
、
同
じ
年
次
報
告

に
よ
れ

ば
日
本
の
場
合
農
業
人

口
の
流
出

は

直

ち
に
、
農
家
戸
数
の
滅

少
に
結
び

千

万
ず
兼
業
農
家
の
増

大
と
か
後
継

一
者
篩
と

い
っ
た
逆
に
生
産
の
拡

大
を

齟

害
す
る
要
因

に
な
り
つ
つ
あ

る
と

指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
蓬

田
村
の

農
業
人
口
の
勁
き

を
示

す
と
別
表

の
通
り
で
あ

る
。

昭

和
三
十

年
の
農
業
人
口

に
比
較
し

て
三

十
五
年
は
略
同
じ
で

あ
る
が
。

現
在

は
一
三
七
人
少

な
く

な
っ
て

い

る
、
ま
た
農
業
就

篥
者
数

に
お
い
て

は
昭

和
三

十
邵

に
比

較
し
て
三
十
五

年

は
０

。
五
％

の
増

と
な
っ
て

い
る

が
、
現
在

は
〇

、
八
％

と
少
な
く

、

三
十
五

年
に
比
し
て
現
在
は
一
七
、

二
％

約
四

百
人
屯
少

な
く

な
っ
い

る

農

家
戸

数
に
つ
い
て

は
昭
和
三
十
年

に
比
し
三
十
五
年
は
八
、
一
％

五
十

四
戸
多
く
現
在
は
四
十
四
戸
の
増
、

三
十
五
年
に
比
し
現
在
は
、
一
〇
戸

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

専
兼
業
別
農
家
戸
数
は
昭
和
三
十
年

専
業
二
五
二
戸
に
比
し
、
三
十
五
年

は
十
一
、
一
％

多
く
現
在
は
四

〇
％

と
非
常
に
少

な
く

な
っ
て

い
る
。

逆

に
兼
業
農
家

が
大
幅

に
増
加
し
て

現
在

の
専

兼

業
別

農

家

割

螳
は

専
業

二

五
、

三
％

第

一
種

兼

業

四

一

、

一

％

第

二
種
兼

業

は
三

三

、

六
％

と

、

専
業

農

家
は

全

体

の

四

分

の

一

を
占

め
て

い

る

に
す

ぎ
な

≒

以
上

は

蓬

Ⅲ
村

の
農

業

人

口

と

農

家

戸

数

の

状

態

で

あ

る
。

次

に
農

業

構

造

の
概

況

を

見

る

と
本

村

の

農

業

生

産

の
主

体

は

米
で

農

家

経

営

が
支

配

さ

れ

て

い

る
。

現
在

農

業
構

造
上

に

お
け

る
農

家

戸

数

は

徴

少

傾

向

に

あ

る

が

、
と

く

に

そ

の

中

で

、

兼

業

化
（

昭

和
三

十

年

四

一
八

戸

一
〇

〇
％

昭
和

三

十

五

年

四

四

〇

戸

一
〇

五
％

現
在

五
三

一
戸

匸

一
七
％

）

が
進
行

し

て

い
る

。

し
μ

か

つ

て

先

に
述

べ

た
農

業

年
次

報

忻
に

あ

っ

た

よ

う

に

本
村

に

お
い

て

も
農

業

人

口

が
他

回
築

へ

の
移

動

を
持

続

す

る

と

し

て

も
農

家

戸

数

の

滅

少

に

よ
る

経

営

面

積

の
拡

大

の
見

込
｛

は

な

卜
。

農

業

に

就

業

す

る

者

が
滅

少

し

農

業

の

就
業

入
口

の

補

充

牽

が
低

下

し

て

い

る

形

に

な
っ

て

い

る
。

｝
昌

こ

と

か
ら

一

般

的

に
は

農
業

の
‐‐‐

蓬　田　村　の　農　業　戸　数

蓬田村の農業人囗及び農業就業状況

現在は昭和39年２月農業基本調査資料

明

る

い

家

庭

に

家
　
族
　
保
　
険

最
近
は
以

前
の
よ
う
な
大
家
族
の

家
庭
は
あ

ま
り
み
ら
れ
な
く
な
り
、

夫
婦
単
位
の
生
活
を
楽
し
む
家
庭

が

多
く
な
り

ま
し

た
。

郵
便
局
の
家
族
保

険
は
、
夫
婦
単
位

の
家
庭
の
愛
情
と
幸
福

を
守
る
た

め

に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
　

夫
（

三
十
才

と
す

る
）

を
契
約

者
と
し
て
毎
月
三
千
六
百

円
の

保

険
料

を
払
う
と
次
の
よ
う
に

家
族
ぐ

る
み
保

障
さ
れ
ま
す
。

○
　

夫
…
…
五
十
五
才
の
満
期
を

迎
え
た

と
き
、
ま
た
は
途
中

万
一
の

と
き
百
万

円
、
災
害

で
万

一

の

と

き

二

百
万

円

、

・
　
○
　

妻

…

…

｝（

十

五

ず

ま
で

の
ｙ

一
　
　
　

ち

万

一

の

と

と
四

〇
万

円

。

臼
　

子

供

…

…

忖
‥
人

い

て

も

、

そ

れ

ぞ

れ

二

十

才

ま
で

に

万

一

の

と
き

二

〇

万

円

。

二
　

加

入

後

生

ま

れ

た
子

供

は

、

一

ヵ

月

だ
つ

と
前

記
日

の
愕

障

を

受

け

ら

れ

ま

す

。

三
　

妻

を

契

約

者

と

す

る

こ

と

も

で

一
　
　

き

ま

す
Ｑ

・
　
　

こ

の

場

合

前

記

一

の

売

と

澀

が

入

れ

か

わ

り

ま

す

。

（

県

広

報

資
料

よ
り

）

ハ
　
エ
　
と
　
蚊
　
を

退
治
し
ま
し
よ
う

日

本
脳
炎
や
赤
痢
、
腸
チ

フ
ス
等

の
伝
染

病
は
（

エ
、
蚊
に
よ
っ
て
発

生
し

ま
す

。

今
年
も
叉
暑
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

ハ
エ
、
蚊
を
退
治
し
ま
し
よ
う
。

ハ
エ
、
蚊
を
退
冶
す
る
に
は
発
生
源

を
な
く
す
る
こ
と
で
す
。

方
法

と
し

て
は

便
所
や
水
槽
に
フ
タ
を
し
て
お
く

こ
と
。
下
水
や
雨
樋
は
掃
除
し
て
水
の
流
　
れ

を
よ
く
し

ま
し

よ
う
。

ご
み
箱
、
下
水
。
便
所
に
は
殺
虫

剤

を
撒
き
ま
し
よ
う
。

家
畜
の
ふ

ん
や
　
水
た
ま

り
を
な

ぺヽ
し
ま
し
よ
う
。

推
肥
の
ふ
ち
。
馬
小
屋
、
鶏
小
屋

等
の
内
外
に
は
一
週
間

に
一
回
は

殺
虫
剤
を
撒
き
ま
し
よ
う
。

役
場

か
ら
配
付

さ
れ
た
乳
剤
や
油
剤

は
隣
組
で
又
は
部
落
コ

育
年
団
、
婦

人
会
、
ク
ラ
ブ
活
勁
と
し

て
一

斉
に

散
布
し
ま
し
よ
う
。

民
　

生
　

係

昭
和
四
十
年
度
第
二
次

二
等
陸
士

二
等
海
士
お
よ
び

二
等
空
士
の
募
集
に
つ
い
て

一
　

募
集
人
員

二
等

陸
士
　

約
五
、二
二
〇
〇

名

″

海

士
　

″
一
、
〇
〇
〇
名

″

空
士
　

″
　

九
〇
〇
名

二
　
応

募
資
格

採
用
予
定
月
の
一

日
現
在
で
十

八
才
以
上

二
十
五
才

未
満
の
日

本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で

中
学

皎
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し

、

自
衛
隊
法
に
定
め
る
欠

格
条

項

に
該
当
し
な
い
も
の
。

三
　

試
験
科
目

中
学
程
度
の
学

力
に
つ
い
て
行

う
筆
記
試
験
（

国
語
｛

作
文
を

合
む
｝
数
学
、
社

会
）

身
体

検

査

お
よ
び
口
述
試
験
と
す
る
。

四
　

募
集
期
間

昭
和
四
十
年
七
月
か
ら
同
年

九

月
ま
で
、
た
だ
し
同
年

六
月

に

お
い
て
は
募
集
の

た
め
の
広
報

志
願
受
付
、
試
験
等
を
行
う
。

五
　

採
用
予

定
時
期

二
等

陸
士
　
昭
和
四
十
年
七
月

八
月
お
ｔ・

ぴ
九
刃

″

海

士
　
同
嘩
八
月

お
よ
び

九
月

″

空

士
　
石
に
同
じ

六
　
試
験
期
日

六
月
三

日

七
日
二

日

八
戸
五
日

む
つ
市
海

上
自
衛
隊
大
湊
地
区
病
院

六
月
十
日

七
月
八
日

濕
月
十
二
日

木
造
町

立
木

造
病
院
　

六
月
于
五
日

七
月
十
三
日
八
月
十
七
日
野
辺

地
町

公

立
野
辺

地
病
院
　

六
月
十
七

日
七

月
十
五
日
八

月
十
九
日

弘
前

市
鳴
海

病
院
　

六
月

二
十
一
日
七
月
十
九
日

八
月
二
十
三
日
十

和
田

市
十
和

甲
薑

役
所
　

六
月
二
十
三
日
七
月
二
十
一

日
八
月
二
十
五
日
青
森

市
青
竇
賍

と

ん
地
　

六
月
三
十
日
七
月
二
十
八
日

八
月
三
十
一

日
八
戸

市
八
戸

駐
と
ん

地
一
注
各
期
日
と
も
午
前
十
指
か
ら
罰

始
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ハ
ワ
イ
の
旅
を
終
っ
て
（
二
)

清
　
　
水
　
　
專
　
　
造

外

国

へ

参
り

ま
し

靫

処
日

本

に
居

て

考

え

る
様

な

も

の
は

一

つ

も

あ
り

ま

せ
ん

。

木
も

草

も

山

も

海

も

人
間

」
｀
み

ん
な

変

っ

て

居

る
。

殊

に
言

葉

の
遖

じ

る
事

の

出

来

な

い

の

に
参

り

ま

し

た
。

何

回

と

な

く
説

明

会

が
有

り

ま
し

れ

が
基

礎

数

育

の

な

い
私

に
と

っ

て

は

総

て

新

し

く

勉

強
致

さ

な
け

れ

ば

い

け

な

い

の

で

楽

し

い

う
ち

に

も

苦
労

‐‐
は
あ

り

ま

し

た

一
④
　

言

嚮

り
問

題

（

ワ

イ
は

日

本

語

で

充

分
用

は

足

り゙

る
。
（

ワ

イ

は

米

国

な

ん

だ
か

ら

英
語

で

話

せ

な

い
と

、

ど
ち

ら

の

説

も

う

そ
で

は

な

い
。

４１（

こ

こ
で

は
観

光

旅

行

者

と

し

て
（

タ

イ

を
訪

れ

る
場

合

だ

け

に

絞

っ
て

見

ま
す

。

街

に

は

色

こ

そ

少

々
黒

い

が
日

本

人

が
相

当

い

る

。
言

葉

の
問

題

で

す

が
気

軽

く

な

ろ

う

と

い
う

も

の

の

彼

ら

が
話

し
て

い

る

の

は

英
語
・

で

あ

る
。

特

に

、
若

い
日

暈

の
女

性

な

ど

見

る

か

ら

、

日
本

的

で

話

か
け

た

く

な

る

親

し

さ

を
感

じ

る

が
語

り

Ｉ
か
け

た
ら
最
後
に

ペ
ラ

。ヘ
ラ
来

る
英

語

、
一
方

中
年
か
ら
上
の

年
輩
な
ら

期
待
通
り
日
本
語
で
し

や
べ
て
来
る

こ
の
辺
の
見
境
を
つ
け
て
い
な
い
と

あ
わ
て

さ
せ
る
。
つ
ま
り
日
系
の
三

世
は
日
本
語
は
わ
か
る
、

応
答
迄
期
待
す
る
の
は
無
理
、
二
世

は
こ
ち
ら
が
日
本
語
で
な

い
と
事
は

判
れ
ば
余
り
上
手
に
い
え
な
い
が
日

本
語
で
意
志

を
通
す
親
切
味
を
持
っ

て
い
る
。

一
世
に
な

る
と

向
う
か
ら
日
本
語
で

話
し

か
け
て
く
る
の
で

う
れ
し

い
。

レ
ス
ト
ラ

ン
、

ホ
テ
ル
、
商
店

な
ど

で
は
無
理
し
て
あ
や
し
げ
な
英
語
で

冷
汗
を
か
く
よ
り
先
づ
日
系
の
従
業

員
を
つ
か
ま
え
て
日
本
語
で
話
し
て

見

る
事
だ
。
彼

自
身

は
日
本
語

が
下

手
だ
と
思
い
込

ん
で

話
し

か
け
る
積

極
性
を
持
っ
て

い
な
が
ら
こ
ち
ら
か

ら
進
ん
で
日
本
語
に
頼

ん
で
い
る
同

情
を
示

ゼ
ば
大
て
い
応

じ
て
く
れ

る

の
が
例
で

あ
る
。

日
系
以
外
の
現
地
人
は
も
ち
ろ

ん
英

語
で
な
い
と
通
じ
な
い
。

一
回
　
（

ワ

イ
の

風
土

・
　

太
平

洋

の

楽
園

と
は

良

く
名

付

れ

・
も

の

で

あ

る

。
（

ワ
イ

の

島

々

は
美

・
し

く

住

み

良
く

人

情

に

満
ち

て

い

る

一
事

は

訪
ず

れ
て

み

る
と

想

像
以

上
で

あ

る

。

あ

わ

た

び
し

い
生
活

か
ら

の

’
が
れ
て
（

ワ
イ

を

訪

れ

た

日
本

人

旅

行

者

は
澄

み

き

っ

だ

大

気

、
爽

や

か

な

気

候
咲

香
う

花

々
ゆ

っ

た
り

と
し

た

休

養
の

風
格

に
接

し

た

時

は
（

ワ

イ

は
文

字

通

り

の

こ

の

世

の

。（

ラ

ダ

イ

ス
で

あ

る
事

を

し

み

じ
み

感

ず

る

事
で

あ

ろ

う

。

太

陽

は

頭

の

上

に

さ

ん

さ
ん

と
輝

く

ぼ
か

り

、

木

々
は

緑

に

お

お
わ

れ
、

花

色

と
り

ど

り
咲

き
誇

る

、
地

理

的

に
気

候
的

に
恵

れ

、

人

々

の
生

活

や

物
の

考

え

方

に

も

大
き

な
影

響

が
あ

・
る

の

は
当

然

原

住

の

土
人

は
も

ち

ろ

ん

日

本

人

を

始

め

各

国

か

ら
移

住
し

一
て

来

る
人

々

も
（

ワ

イ

の

国

土

に

と

け
込

ん

で

明

る

く

楽
天

的

な

性

格

に

育

つ
わ

け

で

あ

る
。

王

朝

が
亡

ん

で

北（
和
国

と

な
り

合

衆

国

の

州

と

な

っ

む

今

日

、
人

々

の
親

切
さ

と
快
活
な
笑
顔
を
忘
れ
な
い
人

を
呼

ん
で

ア
ロ
（

、
（

ワ
イ（
精

神
ヽ

こ
の
言
葉

は
歓
迎

お
別
愛
情
の
広
い

社
交

的
な
意
味
を
持
つ
独
持
の
言
莖

で

あ
る
。
旅
行
者
か
ら
こ
の
優
れ
か

観
光
地
を
訪
れ
て
気
持
よ
く
健
康
に

遊
び
満
足
す

る
の
も
無
理
は
な
い
。

（
ｔ
）
　食

べ
物
と
料
理

人
間
は
食
べ

る
事
に
関
心
の

な
い

人
は

ま
づ
な
い
。
ま
し
て
族
行

好
龠

の
人
は
と
り
わ
け
う
る
さ
い
人
種
に

鷏
す
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う

か
。

（

ワ
イ
の
食

べ
物
は
「
イ

ケ
ル
」
か

ね
こ

の
何
気

な
い
話
題

が
実
に
大
変

現
実
的
で
必
要
性
の
高
い
質
問
だ
と

考
え

な
け
れ
ぼ
な
り

ま
せ

ん
。

旅
行
者
で

あ
る
以
上
ホ
テ

ル
へ
泊
れ

ぱ
食
事
で
事

は
足
り
る
理
屈
で
あ
る

が
何
ん
で

も
食

べ
て
見
、
様
式
興
味

は
尽
き

な
い
も
の
、
そ
こ
で
ま
？

ホ

テ
ル
で
の
食
事
内
容
に
付
、
簡
単

に

ふ
れ
て

ホ
テ

ル
以
外
の

レ
ス
ー
フ
ン

タ
バ
ー
に
付
申
し
上
げ
ま
す
。

ホ
テ
ル
で
朝
昼
晩
三
食
共
特
別
の
催

し
で
も

な
い
限
り

い
わ
ゆ

る
洋
食
で

あ
る
。
朝
ニ

ド
ル
五

セ
ン
ト
昼
二
、

五
か
ら
四
ド

ル
位
夕
食
は
四
ド
ル
か

ら
五

ド
ル
位
以

上
の
線

。
一
方

レ
ス

ト
ラ
ン
ハ

〇
欲
以
上
だ
そ
う
だ
。

ア
メ
リ

カ
風
の
肉
を
主
と
し
た
料

理

魚
を
材
料

と
し

た
（

ワ
イ
料
理
を
取

り
入
れ
カ
ラ

フ
リ
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
豊

か
に
盛
り
つ
け
て
食
卓
に
運
ば
れ
て

来
る
の

を
見

る
と
圧
倒
さ
れ
気
味
で

あ

る

而

も

総
て

大
味

と
来

て

一

日

に

三

食

は

と

て

も
耐

え

ら

れ
な

い
。

献

立

は

千

差
万

別
で

挙

げ

切

れ

る

収

方

で

は

な

い

。

朝

は

ジ

ュ

ー

ス
、

パ

ン
、

タ

マ
ゴ

、

（

ム
、

ベ
ー

コ

ン
、

ソ
ー

セ
ー

ジ
、

コ

ー
ヒ

ー
か
紅

茶
、

ミ

ル
ク

ジ

ャ

ム

昼

は

ス
ー

プ
、

フ

ル

ー
ツ

、

カ
ク
テ

ル
、

サ
ラ

ダ
、

肉

か

魚

料
理

に
御

飯

ポ
テ

ト
、

パ

ソ
、

ア

イ

ス

ク

リン
Ｌ

ム

コ
ー

ヒ
ー

か

紅

茶

夕
食

は

昼

食

の
同

形

に
更

に
胆

類

と

ボ

リ

ュ
ー

ム
が
加

わ

る
。

哥
食

と

も
品

数
だ

け

で

も
相

当

な
ら

の
で

あ

る

う
え

一

つ

一

つ

は

大
盛

り

な
の

だ

。

現

地
人

？
米

国

人

は
ら

り

も
り

と
平

げ
て

見

て

い

る

だ

け
で

も

壮

歓
で

あ

る

。
食

市

に
要

す

る
時

問

は
朝

食

一
時

間

、

昼
一
食

一
時

間
半

、

夕

食
二

時
間

以

上

。

シ
ョ
ー

を

見

な

が
ら
悠

々

と
食

べ
楽

し

む

と
云

弓

辜

で
す

。

④
　

お

酒

と
た

ば

こ

に

つ

い
て

（

ワ

イ
で

酒

を

呑

む

と

い

う

事
は

意

外

に
鐓

重

な
規

則

が

あ
っ

て

驚

ろ

か

さ

れ

た
・

酒

類
を

飲

ま

せ

る
許

可

証

を
持

っ

て

い

な

い

と

店

に

酒

と
名

の
付

く

も
の

は
置

い
て

い

次

ぜ
ん

。

戸
外

れ

と
え

ば
海

辺

や
公

園

な

ど

で

は

絶
対

禁

酒

、

酒

と

女
は

付

き

も

の

だ

と
い

っ

で

も
隕

ら

れ

た
禰

頽

の

店

以
外

は

そ

ん

な
情

景

に

お
め

に

か

か

れ

な

い
。

戸

外
で

飮

ん
で

い

る
の

を

響

察

に
見

付

け

ら

れ

た

ら

罰

金

。

泗

を

飮

な

が

ら

ウ

エ
イ

ト

レ
ス

の

手

巻

握

つ

れ

り

、

オ
ー

キ
ッ

ド
ヰ

ツ

ス

マ

れ

ば

Ｉ
ド

ル

五

セ

ン

ト
か

ら

Ｉ
ド

ル

七

五

セ

ン

ト
取

ら

れ

ろ

。

お

な
じ

み

の
日

本

ビ
ー

ル

、

サ
ッ

ポ

气

キ

リ
ソ

。

ア

サ

ヒ
も

あ

る

。

酒
類

で

は

日

本

酒

、

沢

の

鶴

、

白

鷹

月
柱

冠

な

ど

あ

り

一
本

九
〇

セ

ン

ト

氷

国

で

は

た

ぽ

こ

は
民

営

会

社

製
で

心
乙

む

め

種

顫

の
沢

山

む

る

の

に
驚

か

さ
れ

る
。

シ

ガ

レ
ッ

ト
（

紙
巻

）
。

シ

ー

ガ
こ
某
蓉
）
、

ド

バ

コ
、

パ
イ

プ

川

き

ざ

み

あ
り

百

腮

に

も

及

ぶ
。

た
ば

こ
屋

は
特

に

な

く

い

た

る
処
で

収

売
し

て

い

る
。

シ

ガ

レ
ッ

ト
は

普

継

目

動
販

売

機

で

求

め

る

事
は

多

い

匸

口
に
十

八

類

位

い

が

セ
ッ

ト

さ

れ

て
あ

り

フ
ィ

ル

タ

ー
付

の

キ

ソ

ダ

サ
ー

イ

ズ
な

ら

三

五

セ
ン

ト

竝

三
〇

セ

ソ
ー

ト
分

の

硬

貨

を

入

れ

て
望

み

の

穴

ば

こ

の

ボ

タ

ン
を

押

せ

ば
下

か
ら

出

て

来

る
。

硬

貨

二

五

セ

ン
ト

。

｝
○

セ

ソ
ト

、

五

セ

ン

ト
を

混

ぜ
て

も

作
動

す

る

。

マ
ッ

チ

が

欲

し

け

れ

ば

マ
ッ

チ
の

ボ

タ

ン
を

押

ゼ
ば

サ

ー

ビ
ス

さ
・

れ

る
。

自

動

販

完
機

は

ホ
テ

ル
、

レ

ス
ト

ラ

ン

そ

の

他
人

乃
集

ま
乙

処

は

一
何

処

で

も

設

け

ら

れ

る
。

若

し
大

量

に
喫

す

る

方

な

ら

ば

ス

ー

パ
ー

マ
ー

・
ヶ

ツ

ト
で

か

ん

入

り

の

も

の

を
求

め

れ

ば
経

済

的
で

あ

る
。

蟹
田
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

総

会

に

お

い

て

暴
　
力
　
追
　
放
　
宣
　
言

去

る
五

月
十

八

日

午

前

十
時

か

ら

。

平

舘

村

役

場

会

議

室

に

ヤ

い
て

総

会

を

開

催

、

昭

和

三
十

九

年

度

事

業

報

一
告

並

び

に
才

入

、

才

出

決

算
承

認

と

始

和
四

十

年

度

事
業

計

画

並
び

に

、

一
才

入

、
才

出

予

算

承

認

に

続

い

て
役

。員

の
改

選

を

行

っ

た

結
果

会
　

長
　

鷲

岳

三

蔵
（

蟹

田

印
長

）

副

会

長
　

丸

山

元

三

郎
（

今

別

町

長

）

″
　
　

小

沢

由

五

郎

（

平

舘

防
犯

協

会

長
）

理
　

事
　

武
井

一
郎

（

漑

出
村

長

）

り
　
　

松
村

重

次

郎
（

平

舘

村

長

）

り
　
　

浜

谷

浅

一
　（

三
厩

村

長
）

・

｛
　

″
　
　

相

馬

正

敏
（

蟹

田
町

防
犯

’

゛
　
　
　
　

協
会

副

会
長

）

が
そ

れ

ぞ
れ

満

場

一

致
で

再

選

さ

れ
｛

た
後

、

本

年

度

防
犯

活

動

の
重

点

施

策

の

一

つ
で

あ

る
暴

力

追

放

に

総

力

を

揚

げ

て

住

み

よ
い
町

や
村

づ
く

り
つ
に
努
力
し
て
ゆ
こ

う
と
、
暴
力
追
放

茫
日
】言
を
決
議
し
て
総
会
を
終
っ
た
。

｀と
暴

力

追

放

宣

言

文

暴
力
追
放
の
声

が
今
９
全
国

津
々

Ｊ
浦

々
に
ま
で
盛
り
上
が
っ
て
、
来
れ

・

こ

と
は

。
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
こ

と

で
あ
り
ま
す
。

）
こ
の
時
に
当

り
我

゛
町
村
民
も
今
こ

乙
そ
団
結
し
て

町
か
ら
村

か
ら
い
か
な

る
暴
力

と
い
え
ど
も
一
掃
す

る
こ

と

に
た
ち
あ

が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ジ
」
こ
に
本

日
の
総
会
を
契
機

と
し
て

町
村

民
が
一
丸
と
な
っ
て
暴
力
犯
罪

一
を
撲
滅
す

る
こ
と
に
挺
身
努
力
す
る

こ

と
を
期
す
る
。

・
昭
和
四
十

年
五
月
十

八
日

・
　
　
　
　

蟹
田

地
区
防
協
連

合
会
長

各

町

村

長

連

名
一

ｉ

・
‐
――！－
。－－

暴
力
追
放
宣
言
の
決
議

に
あ
た
り

ヱ

皿
蟹
田
警
察
署
長
は
次
の
通
り
三

っ
て
い

る
。

警

察
と
し
て
も
暴
力

事
犯

の
’追
放

は
本
年
度
の
重

り
施
策
と
し
て
い
る

と
こ

ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
当
り
管
内
印
。村
民

が
⑤

力
を
揚
げ
て
暴
力

追
放

に
立
ち
あ

が

っ
た
と
い
う
こ

と
・は
非
常

に
喜
ば
し

い
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

同
時
に
警
察
と
し
て
も
百
万

民
の
言

力

を
得

れ

ご

と
く

心

強

く

感

じ
て

い

る
次

第

で

す

。

警

察

の

仕

事

は

云

う

ま

で

右

な
く

個

人

の

生

命

、

身

体

、

財

産
の

保

護

を

責

務

と

し

て

お
り

そ

の
責

務

を

杲

す

に

は

何

人

と

し

て

も

当

面
暴

力
の

追

放

で

あ

り

特

に

最

近

の
傾

向

と
し

て

都

市

か

ら

し

め

だ

さ

れ

勁
暴

力
的

犯

罪

か
形

を
及

え

て
、
地
方

心・
長

旆

村

民

の

身
辺

に
近

ｊ
フ

ニ

挙

心
こ

と

も

予

想

さ

れ

る
の

で
警

察

は
断

収

ヤ

し
た

態
庶
千

瑕

締

り

に
の

ぞ
み

閲

る

い
町
。

紂

づ
く

り

に

努

力

致

す

覚
悟

で

あ

り

・
し
す
。

付

匸

ご
牋
会

卜
、

め

い
て

卜

巡

転
　

無

免

許
戸

転

、

ス

ピ

。；

ド
グ

反

等

右

言

い
か

え

八

ば
亦
☆
加
暴

力

下

む
り

ま

Ｉ

。

こ

ご
ら

に

つ

レ

ーぐ

心－
紲
・

対

許
ｊ

べ
才

で

な

ド

ト
刧

ぐ
　

倣

眤

し

た

耿
怦

り
か
ん
夫
施

し
て

こ

の
。
種

の

犯
罪

を

な

く

Ｌ

で

地

域

俚

言

ご犬。一不

安

を

と
り

の

ぞ

き

む

Ｉ

ド・
思

―
・ふ

す

。

玉
松
山
岳
ク
ラ
ブ
結
成
に
つ
い
て

の
部
員
を
も

乙
て
昭
和
四
十

一
犬

に
以

一
日
　

弁
足
し
心
身

の
鍛
錬

・
と
社

交
性
を
身

に
つ
け
見
聞

を
広

め

る
事
を
目
的

と
す

る
。

も
し

加
入
を
希
望
し
た
い
人
ま
た
は

山
缶

ク
ラ

ブ
の
撥
構
を
も
つ
と
明

確

に
知
り
た

い
人
は
、
本
部
を
蓬
田
村

言

ド

回

付

☆

宍

。
・一

乱

町

折

レ

匸

⊃

。し
ぐ

一
玉
松

山
缶

ク
ラ
ブ

〔

中
村

、
小
鹿
、
稲

葉
、
山
舘
〕

蓬

田

村

青

年

達

絡

協

議

会

明
る
い
正
し
い
選
挙
運
動

去

る

四

日

行

礼

だ

第

七

回

参

院

選

忝

に

あ

广

ド

☆

甫

村

方

年

二

矢

片

縊

…
…一 一
．

（

盛

長

詼

本

重

彦

り

に

肘

ふ

匸

止

し

い

巡

挙

回

付

ノ

ヽ
’し
（

う

自

白

勹

六

台

か

轟

匸

づ

し

卜

権

訴

…

…
・
．・、し
・｛

’
ゝ

．に
ケ

．ぴ

か

け

．

匸

よ

朧

権

寸

る

こ

亠

ノ

△

Λ

一

人

つ

士

…
…
回

心

し

卜

流

言

へ

の

价

才

願

呼

ぴ

か

つ

腦

作

フ

レ

・

片

覚

を

促

し

そ

の

差

・ 采

女

あ

げ

た

づ

言

了

い

夢

六

剛

．

二

尸

三
ｙ

参

院

岫

を

一

二

三

八

％

上

迴

ろ

六

三
　

三

八

白

の

・
府

杲

ブ

ニ

罔

若

ゾ

刀

に

よ

な

政

治

へ

の

関

心

を

高

め

た

．

交
　
通
　
事
　
故
　
を

な

く

し

ま

し

よ

う

四
月
一
日

蟹
田
地
区

交
通
安

と
蟹
用
地
区

運

転
者
協
会
が

に

七
ぷ

。
新
し
く
各
町
村
に
支
部
が

結
成
さ
れ
蓬
田
村
に
も
新
し
く
支
拡

が
発
足
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
や
村
民
の
方
々
の

御
協
力
を
得
て
交
通
安
全
に
努
力
し

て

お
り
ま
す
が
支
部
結
成
間
も
な
く

五
月
二
十
八
日

か
ら
六
月
十
日
ま
で

の
僅
か
の
期
間

に
五
件
の
交
通
事
故

が
発

生
し

尊
い
生

命
を
犠
性
に
し
た

一
事
故
を
は
じ
め
、
重
傷
、
軽
傷
と
、

・
人
身
事
故

が
相
つ
い
で
発
生
し
て
お

・
り
ま
す
。

一
会
員

の
皆
さ
ん
、
村
民
の
皆
さ
ん
、

こ
の
交
通

事
故

を
な
く
す
る
こ

と
に

一
人
一
人

が
、

が
っ
ち
り
手
を
組
み

・
交

通
事
故
を
な
く
す
る
よ
う
努

め
ま

し

よ
う
Ｑ

又
事
故

の
概
要
を
み
て
も
、
お
互

が

’ゆ
づ
り
合

い
の
気
持
を
怠
っ

た
為

に
一

又
こ
の
位
な
ら
大
丈

夫
と
云
う
安
易

な
気
持

か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

一

、
踏

切
り
を
通

る
時
は
必
ず
一
且

停
つ
て

か
ら
左
右
を
見
て
安
全

を
摧
め
て
か
ら
通
る
こ
と
。

二
、
自
転
車
で

左
右
に
曲
る
時
は

必

ら
す
合
図
す
る
こ

と
。

三
、
酒
酔
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し

四
、
無
免
許

タ
ス
ビ
ー
ド
違
反

は
絶

対
し
な
い
こ
と
。

五
、
幼
児
を
道
路
で

遊
ば
せ
な
い
こ

六
、
自
転
車
の
無
灯
火

は
や
ら
な

い

こ
と
。蓬

田
警
察
官
駐
在
所

電
話
Ξ
六
番

酒
　
醉
　
い
　
運
　
転

追
　
放
　
決
　
議

酒

酔
い
運

転
は
交
通
暴
力
の
齎
た

る
も
の
で

ま
さ

に
走

る
凶
器
と
い
わ

‐１
れ
て

い
る
が
最
近
酒
酔

い
運
転
に
よ

一
る
交

通
事
故
の
発
生
は
大
き
な
社

会

・
問
題

と
し
て

と
り
上
げ
ら
れ
、
県
民

ｙ
ひ
と
し
く
こ

れ
が
事
故
防
止
の
徹
低

を
望

ん
で

い
る
。

昨
年

中
に
発

生
し

穴
県
内
交
通
事
故

の
十

八
％

に
あ
れ

る
四
四
四
件
が
、

酒
酔
い
運

転
の
原
因

に
よ
る
も
の
で

あ
り
尊

い
人

命
を
奪

い
幸
福
な
家
庭

生
活
を
一
瞬
に
し
て
不
宰
の
ど
ん

底

に
陥
れ

る
結
長

を
招

い
て
い
る
が
、

本
年

に
入
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の

事
故

が
依
然

と
し
で
あ
と
を
絶
だ
な

い
こ

と
は
誠
に
晉
扈
に
堪

え
な
い
。

才

の
れ
め
県
内
售
圸
に
お
い
て
酒
酔

卜
い
回
転
追
放
の
気
息

が
高
ま
り
っ
っ

ズ
ブ
ご
い
　
わ
れ
ら
蟹
田
地
区
交

通
安

子

⊇
百
二

同

白
、
卒
先
し
て
交
通

仕

令

彭
遵
守
し
圸
以

住
民

を
悲

惨
な

百

言

徂
故

か
・し
守
牛

と
と
も
に

、
酒

訂

レ
羆
匸

の
絶
無
を
期
し
、
明

る
い

哘

∩

じ

づ
く
り

に
挺

身
努
力
す

る
こ

と
を

醫

う

も

の
で

あ

る
。

右

決

議

す

る

。

昭

和
四

十

邸

六
月

十

七

日

蟹

田

地
区

交

通

安

全

協

会

わ

れ

ら

蟹

田
地

区

交

通
安

全

協

会

会

員

一

同

は

酒

酔

い
運

転
事

故

の

絶

無

を

期

し

。

明

る

い
平

和
な

町

（

村

）

を

築

く

た

め
酒

酔

い
運

転

を

追

放

す

る
こ

と

を

こ
こ

に

官
】言
す

る
。

宣
　
　
　
　

言

一
、
酒

を
飲

ん

び
ら

車

両

を

絶

対

運

転

し

な

い

。

二

、
運

転

者

に
酒

を

飲

ま

せ

な

い

。

す

す

め
な

い
。

三

、
車

を
運

転

し

て

酒

席

に

臨

ま

な

一
　
　
　丶
Ｑ

一
　
　
　し

甘

。
酒

を

飲

ん
で

い

る
者

に

車
両

を

貲

さ
な

い

。

‐‐‐‐
五

。
酒

飲

み

運
転

追

放

の

徹

底

を
図

‐‐
　
　

る
。

昭

和

四

十

年

六

月

十
七

日

蟹

田
地

区

交

通
安

全
協

会

東
郡
内
農
業労

賃

協

定

額

青

瓷

市
　

苗
取

、

田

植

、

除
草

‐‐‐ ‐
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〇

〇

円

也

一
　
　
　

稲

刈
　

匸

ｏ

ｏ

ｏ

円

也

］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男

女

共

才

内

両
　

水
ｍ

作

業

全

般

一
　
　
　
　
　
　

男
　

八

〇

〇

円
也

］
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　

六

〇

〇
円

也

一
雷

田

町
　

田

植
　
　

六

五

〇
円

也

除

草

稲

刈
　

七

五

〇
円

也

一
　
　
　
　

男

女
共

賄

料

五

〇
円

合

む

平

舘
村
　

田
植
　
　

七
二
〇
円

也

そ
の
他

水
田
作
業

六
一
〇
円
也

男

女
共
賄
料

六
〇
円

合
む

蓬
田
村
　
田
植
　
　

八
〇
〇
円

也

、

除
草
稲
刈
　

七
〇
〇
円
也

男
女
共

蓬
田
村
役
場
産
業
係

職
　
　
業

今
回
は
。
職
業
、
働
く
こ
と
に
っ

て

て
の
古

い
考
え
、
新
し
い
考
え
か

先
人
の
言
葉
の
中
か
ら
選
ん
で
み

か

ど
の
言
葉

が
自
分
に
必
要
で

あ
ふ

か
ど
の
言
葉
の
意
味
が
否
定
さ
れ
乙

べ
き

か
を
、
検
討
し
て
も
ら
い
た
い

在

事
を

怠
る
人
は
無
益

に
散
財
す
ふ

一
人
の
兄
弟
で
あ
る

ソ

ロ

モ

ン

立
て
る
農
夫
は
、
座

せ
る
紳

士
よ
Ⅵ

も
高
し

一
　
　
　
　
　
　

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

労
働
な
く
し
て

、
安
楽
も
な
く
休
息

」も
な
い

ヵ

ｆ
ム
フ

イ

ル

青
年
に
す
す

め
む
い
こ
と
は
、
た
だ

三
語

に
っ
き

る
。
す
な
わ
ち
働
け
、

も
っ

と
働
け

、
あ
く
ま
で
働
け

ビ

ス

マ

ル

ク

勤
労
し

な
い
人
間
は
、
富
め
る
も
眥

し
き
も
強
き
も
、
す

べ
て
こ
れ
無
用

の

長
物
た
る
に
過
ぎ
な
い

ト

ル

ス

ト

イ

人
間
に

と
っ
て
一
番
大
切
な
こ

と
は

各
自
の
仕
事
に
進
歩
を
求
め
て
励

む

こ

と
μ

ミ

レ

ー

世
の
中
を
何
の

へ
ち
ま
と
思
え
ど

も

ぶ
ら
り
と
し
て
は
暮
ら

さ
れ
も

ゼ
ず

一
　

休

【 ２ 】 第45

号

蓬田村公民館報 蓬　　　　門 昭 和40 年７月15 日　（木曜日）


	page1
	page2

